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Ｍ＆Ａ助言サービスのご案内

ブルースター株式会社 Ｍ＆Ａ事業部
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当社のM&A助言事業の特徴

当社は、M&A助言事業を古くからのビジネスモデルである結婚相談所と同じ扱いで考えています。このため、売り情
報・買い情報をホームページで開示することなく、本当に意思のある企業とのみ行います。
どのような企業が希望なのかをお聞きした上で、やんわりとした情報から開示をし、最適な選定をお客様と一緒に
行って参ります。

M&A助言事業運営方針

公正な企業を見いだす目

当社は、M&A業界内出回り案件でなく、候補先に対してドアノックを行い、業務提携を
経てM&Aへと発展をしていくようなM&A仲介事業を特徴としております。

ICT業界M&A専門であることでの専門性に加え、ITのなかでも多岐に渡る専門分野に対して、その専
門分野での重鎮や長年携わっていらっしゃる方に当社のM&A顧問をお願いし、より深いお手伝いが
可能であることが最大の特長です。

[専門分野]ソフト受託開発(Windows/Linux/Java) / パッケージ開発販売 / ECなど通販会社 / IDC / モバイルコンテンツ(CP) / ポータルサイト / コールセンター / ユ
ニファイドサービス / 通信(無線/工事/IX技術) / ゲームソフト開発 / モバイル組込系 / 産業組込系 / パソコン開発・組み立て・部品輸出入 / MEMS / IT 関連特許技術
/ オフショア開発 / 出版社

また、反社会勢力に関する情報収集や好ましくない投資家に関する注意情報も持ち合わせておりま
す。
M&A事業部門のコアスタッフは、約20年前に活動を始めた、Windowsコンソーシアム、OS/2コン
ソーシアムの事務局関係者です。また、当時のコンソーシアムメンバーであり、そしてこのICT業界
を形成してきた功労者の方々を顧問に迎え、この事業が支えられております。



経営計画に沿った形での候補先選定
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理想のM&A像に向けて

当社および依頼企業様の双方の時間の無駄を排除するべく、事前のヒアリングはじっくりと
時間をかけて行わせて頂きます。

依頼企業様の中期経営計画、経営者ビジョン、社風、相手に求める理想像などをじっくりと時間をかけてヒアリングさ
せて頂きます。当社は、依頼企業様によるM&A実施が当社のゴールではなく、M&A実施後に双方の企業様にシナジー
が形成し、すべてのステークホルダーに満足頂ける結果を残すことが、ICT業界発展のために行っている当事業の理想
像であると考えています。

コンプライアンス重視

M&A助言事業に10年以上携わっていると、人間不信に陥るような行為に当社自身が直面することがあ
ります。ご紹介する企業様が誠実であるか、コンプライアンスは重視されているかなどを企業様より、
その体制についてお聞きするとともに、業界内他社からの声も当社の顧問の方々などを通じて調査を致
します。
当社の調査能力は完全ではないかもしれません。しかし、当社は紹介者責任という義務を背負っている
と考え、臆病なまでに慎重に調査を進めることを社是としております。

※状況が急速に変化することが常々あり、当社はその内容を完全に保証するものではございません。
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買収後もフォローアップ

当社は、ブローカーではなくM&Aを通じて情報通信産業の安定化と永続性を主目的として事業を行って
おります。このため、買収後の組織に対するフォローアップを必要に応じて有償にてご支援致します。

社内外に向けた統合後の経営ビジョン策定をお手伝い致します。社内外に動揺ではく、期待と夢をもたら
す説明資料を作成することにより、離職抑制や取引口座移管をスムーズに行えるように致します。

統合後の経営ビジョン策定

前述の経営ビジョンに沿った形での新ホームページ作成を致します。都銀や上場企業のホームページを数
多く手がけて参りました当社がお手伝いをいたします。必要に応じ、新たなコーポレートロゴ作成もお手
伝い致します。

新ホームページ作成

M&Aにより、どちらかの組織が崩壊しないよう、組織の融合性を高めるための数々の組織融合策をアド
バイスいたします。
●懇親会 (食事、スポーツ等の屋外活動)
●混成組織編成
●規定集の統合作業・社内説明資料作成

組織融合支援

買収により子会社となった会社の取締役会での内容(経営状況)を親会社様に報告させていただくサービ
スです。出資後の企業育成を株主として管理する必要性が生じてまいりますが、当社はM&Aを手がけさ
せて頂きました企業様に限り、社外取締役を派遣し、経営実態を報告させていただきます。

社外取締役派遣サービス
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財務諸表に現れないものを適正に評価することが得意です。
(ビジネスデューデリジェンス)

監査法人をいれ財務諸表を作成している企業(上場企業やIPO目標企業)は、新規に着手をした商品に
関する研究開発費を全額損金処理しています。

日亜科学において青色ダイオードは大きな利益をもたらしましたが、製品が完成する直前まで経営
陣は、損金参入させられる研究開発費を削減し利益を出したいがために、研究を中止するように技
術者に通達していたと報道がなされているのは有名な話しですが、研究者が無駄な研究をしていな
かったことは、その後の会社の業績が表しています。

技術者の稼働率を上げてみせるために見かけ上の研究開発をして資産計上をし、その資産を減価償
却するという損失の繰り延べ手法を防止するために、研究開発費の全額除却を新規開発案件に関し
ては行うよう、国際的な監査基準となっています。(販売実績のある開発案件に関しては、その改良
に関しては資産計上が認められています。また税務上は損金参入は認められておらず、資産計上を
する必要があります)

この財務諸表に現れない会社の資産を価値評価するのがビジネスデューデリジェンスなのです。そ
の価値評価は、評論家A氏がいうことを鵜呑みにするのではなく、客観的な指標を複数組み合わせて
行うことにより精度が向上します。(※時間と予算をかけるほど評価の精度は増します)

[評価指標のプラス要因一例]

該当事業の買収提案がなされ、相手方とLOIを交わした際の合意金額

同業他社が売買を行った取引事例 (例:EC利用会員500円/人、ASDL契約会員2万円/人など)

[評価指標のマイナス要因一例]

リスク要因をもつ事業における損失発生時の損失予想金額とその発生確率 (損失金額×発生％）

同業他社が類似技術・事業における回避特許を申請しており、該当特許が確定する可能性

経営者や技術者が退社した場合に、事業が存続できない事業や技術
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詳細は: http://www.blue.co.jp/pdf/bd.pdf をご参照ください。
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Ｍ＆Ａ助言報酬体系

5万円

30万円

200万円

売
り
側

交通費・会議費の実費負担のみ。案件ついでに活動

アプローチ対象企業に対してドアノックの実施

専任者が迅速に対応し、迅速なＭ＆Ａ実施を目指す

随時

対応度合

兼任者で対応

専任者で迅速

電話/メール

毎月定例

毎週定例

報告会実施内容
月額アドバイズ費用
リテーナーフィー

無料

30万円

200万円

買
い
側

アドバイザーとして活動(具体的な案件が発生する迄)

対象推定企業に対し、ドアノック型にてアプローチ

専任者が迅速に対応。

随時

兼任者で対応

専任者で迅速

電話/メール

毎月定例

毎週定例

15万円 当社以外からも寄せられた情報へのコメント※
(反社会的勢力チェック/ビジネスモデル確認など)

随時電話/メール

※当社は反社会勢力の情報収集に長年力をいれております。売却理由の真相チェックを売手企業と親しい企業より入手を試みます。
コンプライアンスを重視される株式公開企業様、また当社以外のM&A仲介会社を併用される場合に強くお勧めを致します。

当社は、情報を単純に右から左に流すブローカーではなく、情報の精査および反社会勢力チェック※などのプロセスを経て確実に依頼されている
内容に準拠して活動を行います。また案件が成立するよう、エンジェル役としての調整に多くの時間と労力を割きます。当社と有料のアドバイス
契約をしている場合には、他仲介会社から持ち込まれた案件についても情報の精査および反社会勢力チェックをご利用いただけます。まさに税務
顧問や顧問弁護士のように「Ｍ＆Ａの顧問」としてご利用ください。

基準スポット金額:5万円/時間。 契約時基準金額:3万円/時間
スポット対応 国内出張:40万円/日、海外出張:80万円/日。 契約期間内対応 国内出張:25万円/日、海外出張:50万円/日
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中間着手金・デューデリジェンス

着手金・デューデリジェンス対応

フィナンシャル・デューデリジェンス

ビジネス・デューデリジェンス

財務・法務関連デューデリジェンス

事業実態・将来予測調査報告

30～1000万円

15～500万円

中間着手金:買い側

中間着手金:売り側

LOI捺印時

LOI捺印時

80～500万円

80～500万円

※LOI:買収などに関する関心同意
書

※中間着手金は業務難易度による工数概算より事前算出

フィナンシャル・デューデリジェンスは、当社の提携パートナーへ案件規模に応じてご紹介さしあげます。
デューデリジェンス契約およびお支払いは、直接提携パートナー様と行っていただきます。

ビジネスデューデリジェンスは、当社が直接携わります。当社員および必要に応じて当社が指定する調査
員が実施いたします。予算および社内決裁に必要な書類内容により調整の上で決定いたします。

中間着手金とは、簡易なフィナンシャルデューデリ、契約書類作成、税理士・弁護士への問い合わせ費用
など、提出書類の整備に必要な実費類の費用となります。こちらも金額は案件規模ではなく、案件におけ
る譲渡スキームの複雑さや書類整備具合によりますので、個別御見積となります。

当社における基準価格：作業１時間２５千円。稼働１日最低４時間消化ルール適用。
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成約報酬

成約報酬

業界標準のレーマン方式を採用させて頂いております。
譲渡金額に応じた成功報酬（最低報酬額250万円）

譲渡金額 5億円以下の部分

譲渡金額 5億～10億円以下の部分

譲渡金額 10億～20億円以下の部分

譲渡金額 20億円以上の部分

成功報酬料率 5%

成功報酬料率 4%

成功報酬料率 3%

成功報酬料率 2%

成功報酬については、同じサイド（買い手サイド、売り手サイド）に、同業他社とチーム編成を組む可能
性もあるため、業界の標準的な報酬体系を採用させていただいておりますので、ご了承ください。
原則的に報酬の値引きはお受けしておりません。
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買い手側アドバイザリーとしての当社業務

買収要件に合致する候補先の選定と接触優先度の設定、そしてアプローチ

良い企業を口説き落とさないと良い買収はできないと考えています。

当社のM&A顧問が良質な候補先選定をピンポイント的に行いますので、不必要に買収プロ
ジェクトが世間に知れ渡ることを回避できます。

該当企業に対するコンプライアンス面での調査

社内での管理体制、反社会性力との関係などを直接・間接的に調査致します。

無駄な労力の回避 (格言「時は金なり」)

前述のような対象企業のフィルタリングを当社が行った上で、貴社へご連絡を致しますので、
「無駄足になった」「要件と異なる」ということを回避できます。

売り手側アドバイザーとの調整

売り手側アドバイザーを通じ、円滑に買収計画が実施されるよう、キューピット役として細か
な調整を行わせて頂きます。

買収スキームのアドバイス

営業権譲渡、買収、会社分割等のリスク要因を低減するための可能性を提示します。
2018/5/9
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良い案件が先方から持ち込まれることは少なく、持ち込み案件に関しては、慎重なる調査が必須です。
資金繰りに窮している場合には、その根本的な原因を早期に解決することに困難を伴うことが多く、
大幅なディスカウントを要求するか、更生法申請後の支援企業となることをお勧めしています。
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売り手側アドバイザリーとしての当社業務

売却候補先企業選定と接触優先度の設定、そしてアプローチ
当社のM&A顧問が良質な候補先選定をピンポイント的に行いますので、不必要に売却の情報が
漏れ、信用不安が起こることを回避できます。

対象企業の規模に応じ、当社直接もしくは、都市銀行系M&Aアドバイザーや独立系M&Aアド
バイザーを通じて交渉に当たります。

企業の魅力を相手先にアピール
必要な場合には、企業としての魅力を伝えるための会社説明資料、事業計画書などの作成を支
援致します。 (有料:200万円～800万円期間:最短2カ月)

迅速・丁寧
買収までのプロセス前に業務提携を行うことが一般的によくございますが、そのような状況が
長く続き、成約に至らないということを避けるためのスキームを当社が主導致します。

買い手側アドバイザーとの調整
買い手側アドバイザーを通じ、円滑に買収計画が実施されるよう、キューピット役として細か
な調整を行わせて頂きます。

売却方法のアドバイス
ご子息への資産継承など、節税につながる様々な譲渡スキームをご提案させていただきます。
※コンプライアンスの観点から脱税に近いグレーゾーンのスキームについてのアドバイスは行っておりませんので、ご了承を賜れば幸いです。また
そのようなスキームを強行される場合におきましては、当社はアドバイザリーを辞退させていただくと共に、該当プロジェクトの白紙撤回を先方と
調整させて頂きます。
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後継者に恵まれていない企業、資金繰りの観点から成長力が抑制されている企業様に対して、
当社は精力的にお手伝いをさせていただきます。
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当社のＭ＆Ａ事業に関する情報

当社は、M&A業界内において小規模の案件を中心に手がけております。
秘密保持契約により顧客企業名および業種は一切非公開としております。

M&A仲介対象サイズ

５０００万円～５００億円の国内外Ｍ＆Ａ案件。成約件数：２０件弱。

M&A対象企業所在地

Ｍ＆Ａアドバイザリー業務は、日本国内に本社をおく東証一部上場企業が中心
ビジネスデューデリジェンスは、海外も対応。韓国・米国企業のビジネスデューデリジェンス対応実績あり。

仲介アドバイザー従事者

専任者２名。Ｍ＆Ａ事業に関するメキキのアドバイザー数名と顧問契約。

当社のＭ＆Ａ事業沿革

1996年 Net分野におけるベンチャーとして脚光を浴びていた当社に多数の金融機関が訪れる。この分野で歴史をもつ当社がメキキができるのではないか
とのことから、ＩＴ関連の投資候補先のメキキを依頼されるようになる。

1998年重厚長大企業がＩＴ分野に参入、買収する際のビジネスデューデリジェンスをフィナンシャルデューデリジェンスチームとのジョイントで参加されることを
打診されるようになることが相次ぐ。これを機会にビジネスデューデリジェンス事業に参入する。

1999年 M&A仲介に関して、ＩＴ分野でのディールに疑問を感じていたころ、ＩＴ分野の草分け者達（重鎮）に、すこしづつ後継者問題という観点での仲人役の
ような視点でのM&A仲介を自然と任されるようになる。

2003年～2006年 自ら買収し、ハンズオンが必要な事業に力をいれるため、ビジネスデューデリジェンスおよびＭ＆Ａ仲介事業を休止。
2006年ＩＴ分野の草分け達（重鎮）をアドバイザリーボード（顧問）に迎え、ビジネスデューデリジェンスおよびＭ＆Ａ仲介事業を再開。
現在に至る。

11



2018/5/9

Copyright © 2014 Bluestar Corporation

M&A事業部アドバイザーリーボードのご紹介

このほか、ICT業界内重鎮による約20名のアドバイザリーボードのメンバーが側面支援いたします。

坂本光正
1964年東京都出身、1977年～1982年 ドイツ・ハンブルグ在住。1989年中央大学経済学部国際経済学科卒業。1987年
～2004年パソコン通信NIFTY-Serveの複数のSYSOPに就任し、ネットワーク社会の発展に大きく寄与。最盛期には
ニフティ会員の約70%、60万人が坂本管轄のコミュニティ会員となった。1989年 日商岩井(現双日)に入社。社内情報
システムの分散化、Gateway2000代理店事業に関わる。1990年 ブルースター株式会社を設立し、代表取締役社長に
就任。日本初のネットマーケティング専門会社としてパソコン通信時代からインターネット時代に至るまでコンテン
ツ面での社会基盤整備に尽力。1999年 松倉哲(富士ソフト)、玉井節朗(IDG)、成毛真(マイクロソフト)と共に
Windowsコンソーシアム設立に関与。

玉井節朗
1954年岐阜県出身。1976年 ミッドランド・インターナショナルコーポレーション東京支社入 社。1987年マーコム・
インターナショナルにて展示会事業に携わる。1990年 IDGジャパンに入社し、代表取締役社長兼CEOに就任。この間、
MacWorld , Windows World, LinuxWorld等年間30もの展示会を主催運営。日本初のIT分野における年間集客２０万人
以上の快挙をなし遂げ、日本のIT大規模主催運営企業に成長させる。展示会主催運営のみ ならずIT出版＆オンライン
NEWS配信など経営に19年間携わる。CMO,CIOをテーマとしたカ ンファレンスも開催し、Google創設者等の海外著名
人を招聘。2009年 当社M&A事業部門に参画。インプレスR&D特別顧問を兼職。

北爪初明
東京都出身、1974年大学卒業、同年 日本オリベッティ入社。富士ゼロックス、エンジニアリングシステム事業部を経
て、富士ソフト、教育出版部長就任。マイクロソフトユニバーシティー・教育センター長、日本ア イ・ビー・エムを
中心とした、OS/2コンソーシアム事務局長を兼務し、OS/2の普及の為、アプリケーションベンダーとの協業を推進。
IBM・ＡＳ４００の一次特約店責任者を経てインテュイット(現:弥生)にて、会計ソフトのSaaSモデル企画担当マネー
ジャー、同時 に会計士組織PAPの責任者を兼務。2004年～ 当社にて人材派遣、人材紹介、 M&Aコンサルテーション
業務に携わる。

塚本卓郎
1951年愛知県出身、学校卒業後1973年からIT関連の業務に従事している。当初はエンジニアとして、ミニコンピュー
タシステムの保守管理、組み込み型システムの設計開発、UNIXシステムのアプリケーション開発、MSDOSの日本語
版開発、等を経験した。その後、技術的なバックグラウンドをベースに大手PCメーカーでマーケティング業務に従事
し、2000年からは市場調査会社で、市場調査、分析、業務コンサルティング、講演活動を行い、最終的に外資系市場
調査会社の日本支社代表を務めた。ブルースターでは、調査活動のノウハウを活かしてビジネスデューデリジェンス
作成の担当として参画している。
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